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01

03ブータンで災害に備え通信環境を整備

02　中南米の中小零細ビジネス支援に向け、フィンテックと連携
　

J
I
C
A
は
昨
年
12
月
、
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク

セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ー
ズ
株
式
会
社
（
M
S
社
）
と

業
務
連
携
・
協
力
の
覚
書
を
締
結
し
ま
し
た
。

　

近
年
、
情
報
技
術
を
活
用
し
た
革
新
的
な

金
融
サ
ー
ビ
ス
事
業
は
、「
金
融
（finance

）」

と
「
技
術
（technology

）」
の
造
語
で〝
フ

ィ
ン
テ
ッ
ク
〞と
呼
ば
れ
、
国
際
協
力
の
分

野
で
も
関
心
を
集
め
て
い
ま
す
。
M
S
社
は
、

個
人
投
資
家
か
ら
少
額
の
資
金
を
集
め
て
社

会
課
題
解
決
の
た
め
の
投
資
を
行
う
「
マ
イ

ク
ロ
投
資
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
」
の

プ
ラ
ッ
ト
ホ
ー
ム
を
運
営
す
る
フ
ィ
ン
テ
ッ

ク
企
業
で
、
そ
の
事
業
は
国
内
地
方
創
生
事

業
に
対
す
る
小
口
投
資
の
仕
組
み
と
し
て
活

用
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

J
I
C
A
は
昨
年
、
米
州
開
発
銀
行
（
Ｉ

Ｄ
Ｂ
）
の
多
数
国
間
投
資
基
金
（
Ｍ
Ｉ
Ｆ
）

と
共
同
調
査
を
実
施
し
、
こ
の
仕
組
み
を
中

南
米
地
域
の
中
小
零
細
ビ
ジ
ネ
ス
支
援
に
活

用
で
き
な
い
か
検
討
し
て
き
ま
し
た
。
本
覚

書
の
締
結
に
よ
り
、
中
南
米
地
域
の
経
済
社

会
開
発
に
役
立
つ
商
品
や
技
術
を
持
つ
日
本

の
中
小
企
業
な
ど
を
発
掘
す
る
と
と
も
に
、

そ
う
し
た
企
業
に
よ
る
同
地
域
へ
の
ビ
ジ
ネ

ス
展
開
や
日
系
人
が
経
営
す
る
企
業
な
ど
と

の
連
携
、
さ
ら
に
は
日
本
の
個
人
投
資
家
に

対
す
る
情
報
発
信
の
促
進
を
目
指
し
ま
す
。

　

J
I
C
A
は
昨
年
12
月
、
ブ
ー
タ
ン
政
府

と
の
間
で
、
技
術
協
力
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
「
災

害
対
策
強
化
に
向
け
た
通
信
B
C
P
策
定
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
に
関
す
る
討
議
議
事
録
に
署

名
し
ま
し
た
。
本
事
業
は
、
政
府
系
通
信
会

社
で
あ
る
ブ
ー
タ
ン
テ
レ
コ
ム
の
事
業
継
続

計
画
（
B
C
P
）
策
定
能
力
を
強
化
し
、
災

害
時
な
ど
に
お
け
る
通
信
断
絶
リ
ス
ク
の
軽

減
を
図
る
も
の
で
す
。

　

国
土
の
半
分
が
険
し
い
山
岳
地
帯
で
あ
る

ブ
ー
タ
ン
で
は
、
ア
ク
セ
ス
の
難
し
さ
か
ら

孤
立
し
て
い
る
地
域
が
少
な
く
あ
り
ま
せ

ん
。
ま
た
、
自
然
災
害
も
多
い
た
め
、
常
時
・

災
害
時
を
問
わ
ず
、
地
域
間
の
安
定
し
た
通

信
手
段
の
確
保
が
不
可
欠
と
な
っ
て
い
ま

す
。

　

本
事
業
で
は
、
災
害
発
生
時
の
オ
ペ
レ
ー

シ
ョ
ン
体
制
や
組
織
能
力
の
向
上
を
図
る
た

め
、
専
門
家
派
遣
な
ど
を
通
じ
て
ブ
ー
タ
ン

テ
レ
コ
ム
の
B
C
P
策
定
能
力
強
化
を
支
援

し
ま
す
。
本
事
業
で
作
成
す
る
B
C
P
は
、

同
国
初
の
事
例
と
な
る
見
込
み
で
す
。

　

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
は
こ
の
事
業
に
加
え
て
、
携
帯

電
話
の
基
幹
回
線
の
緊
急
整
備
も
行
う
予
定

で
す
。
技
術
協
力
で
制
度
整
備
と
人
材
育
成

を
、
資
金
協
力
で
イ
ン
フ
ラ
整
備
を
行
い
、

同
国
の
通
信
事
情
の
改
善
に
貢
献
し
ま
す
。

25　                   February 2018

署名式の様子。MS社の小松真実代表取
締役社長（左）とJICAの前田秀理事

（
U
N
I
C
E
F
）、
U
H
C
2
0
3
0
※
と
共

催
し
ま
し
た
。
安
倍
晋
三
首
相
や
ア
ン
ト
ニ
オ
・

グ
テ
ー
レ
ス
国
連
事
務
総
長
、
各
国
政
府
高
官
、

国
際
機
関
の
代
表
な
ど
が
会
す
る
中
、「
持
続

可
能
な
開
発
目
標
（
S
D
G
s
）」
の
目
標
年

で
あ
る
2
0
3
0
年
ま
で
の
U
H
C
達
成
を
目

指
す
「
U
H
C
東
京
宣
言
」
を
採
択
し
ま
し
た
。

　

14
日
の
本
会
合
で
登
壇
し
た
北
岡
伸
一

J
I
C
A
理
事
長
は
、
日
本
の
1
9
6
1
年
の

国
民
皆
保
険
達
成
が
高
度
経
済
成
長
の
原
動
力

に
な
っ
た
例
を
示
し
つ
つ
、
健
康
が
社
会
の
安

定
と
経
済
の
成
長
に
貢
献
す
る
こ
と
を
強
調
。

今
後
も
J
I
C
A
は
人
々
の
健
康
に
つ
な
が
る

分
野
の
協
力
を
推
進
し
て
い
く
と
表
明
し
ま
し

た
。
一
方
、
13
日
の
専
門
家
会
合
で
登
壇
し
た

J
I
C
A
の
戸
田
隆
夫
上
級
審
議
役
は
、
格
差

是
正
と
セ
ク
タ
ー
を
超
え
た
取
り
組
み
の
必
要

性
や
、
学
び
合
い
と
協
働
に
よ
る
U
H
C
達
成

の
実
現
を
呼
び
掛
け
ま
し
た
。

　

J
I
C
A
は
本
会
合
前
後
の
12
日
と
15
日

に
、①
健
康
危
機
対
応
・
感
染
症
ラ
ボ
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
、②
セ
ネ
ガ
ル
で
の
家
計
調
査
を
活
用

し
た
U
H
C
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
、③
母
子
継
続
ケ

ア
強
化
に
よ
る
U
H
C
へ
の
貢
献
、④
タ
イ
で

の
U
H
C
に
向
け
た
デ
ー
タ
活
用
―
の
各
テ
ー

マ
で
サ
イ
ド
イ
ベ
ン
ト
を
主
催
・
共
催
し
ま
し

た
。①
で
は
、
ア
フ
リ
カ
の
健
康
危
機
対
応
能

力
強
化
を
目
的
と
し
た
「
ア
フ
リ
カ
疾
病
予
防

管
理
セ
ン
タ
ー
」
と
の
協
力
趣
意
書
の
署
名
式

も
執
り
行
い
ま
し
た
。
こ
の
他
、
北
岡
理
事
長

は
グ
テ
ー
レ
ス
国
連
事
務
総
長
や
キ
ム
世
界
銀

行
総
裁
な
ど
と
面
会
し
て
い
ま
す
。

　

J
I
C
A
は
「
U
H
C
東
京
宣
言
」
を
踏
ま

え
、
他
機
関
と
の
連
携
を
進
め
、
よ
り
多
く
の

人
に
基
礎
的
保
健
医
療
サ
ー
ビ
ス
や
医
療
保
障

を
届
け
る
支
援
を
加
速
し
て
い
き
ま
す
。

共催機関登壇者らと北岡理事長（右端）

※
U
H
C
の
推
進
を
目
指
し
て
、関
係
機
関
の
連
携

を
図
る
目
的
で
設
立
さ
れ
た
国
際
的
な
プ
ラ
ッ
ト

ホ
ー
ム 

署名式の様子

　

世
界
で
は
人
口
の
半
分
が
健
康
を
守
る
た
め

の
基
礎
的
保
健
医
療
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
ら
れ
て

い
な
い
上
、
毎
年
１
億
人
近
く
が
医
療
費
負
担

が
原
因
で
貧
困
化
し
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
背

景
か
ら
、
国
際
社
会
で
は
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
・
ヘ

ル
ス
・
カ
バ
レ
ッ
ジ
（
U
H
C
：
す
べ
て
の
人

が
必
要
と
す
る
基
礎
的
な
保
健
サ
ー
ビ
ス
を
負

担
可
能
な
費
用
で
利
用
で
き
る
こ
と
）
の
実
現

が
急
務
で
す
。

　

J
I
C
A
は
昨
年
12
月
13
日
と
14
日
、
東
京

で
「
U
H
C
フ
ォ
ー
ラ
ム
2
0
1
7
」
を
財
務

省
、
外
務
省
、
厚
生
労
働
省
、
世
界
銀
行
、
世

界
保
健
機
関
（
W
H
O
）、
国
連
児
童
基
金

すべての人に健康を UHCフォーラム2017東京開催


